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水電解部材の耐食性スクリーニング

水電解用部材単体の各種特性を、電解試験よりも手軽に評価できます。

水電解部材の特性評価技術

Cat.No 3D6J-041-00-260205

● 分極試験前後の接触抵抗測定により、セパレータ/PTL
間の電解性能への寄与を明らかにします。

流体透過性測定(厚さ方向)のイメージ

試験条件

GDL・PTLの流体透過量評価 固体高分子膜（PEM、AEM）の機械特性評価

● GDL・PTL中の水、気体の透過量を評価します。
面方向、厚さ方向いずれでも測定可能です。

● 使用環境(酸、アルカリ)に応じた液濃度、温度におけ
る固体高分子膜の引張試験を実施できます。

水電解部材の表面および断面観察

● 触媒、セパレータ、PTLの表面形態および電子線に弱いイオノマー由来のF分布を、ULV-SEM(極低加速電圧SEM)により
高分解能で観察いたします。

● 酸性～強アルカリ電解液中への溶出金属元素につ
いて、高感度での定量分析をご提供いたします。

電解液 1M KOH

温度 80℃

電位 1.7 V (vs.RHE）

分極時間 24h

強アルカリ溶液での定量分析結果例1)セパレータ（Ni）/PTL（Ni繊維体）の接触抵抗測定例

酸化イリジウム触媒層のSEM像およびF、IrのEDXマッピング像2)

反射電子像 二次電子像

試験状況 アニオン交換膜の引張試験例2)
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